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午前９時００分 開会 

（出席議員 １４名） 

 

 

◎開会宣告 

○議長（西村昭教君） 御出席まことに御苦労に存じま

す。ただいまの出席議員は１４名でございます。これよ

り平成２６年第５回上富良野町議会臨時会を開会いた

します。 

 

 

◎開議宣告・議会運営等諸般の報告 

○議長（西村昭教君） 直ちに、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおり

であります。 

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会運営

等諸般の報告をいたさせます。 

事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

今臨時会は１０月２４日に告示され、同日議案等の配

付をいたしました。今臨時会に提出の案件は、町長から

提出の議案１件であります。今臨時会の議案説明のため、

町長以下関係者の出席を求め、別紙配付のとおり出席し

ております。以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって議会運営等諸般の

報告を終わります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員の指

名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、

議長において、 

９番  岩 崎 治 男 君 

１０番  中 澤 良 隆 君 

を指名いたします。 

 

 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期の決定について

を議題といたします。お諮りいたします。 

本臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思いま

す。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。よって、

会期は、本日１日間と決しました。 

 

 

◎日程第３ 議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 議案第１号 平成２

６年度上富良野町一般会計補正予算（第９号）を議題と

いたします。提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただきまし

た議案第１号 平成２６年度上富良野町一般会計補正

予算（第９号）につきまして提案の要旨をご説明申し上

げます。１点目は、商工会が実施するプレミアム付き商

品券発行事業に対する助成措置を講ずるため所用の費

用の補正をお願いするものであります。この助成に伴う

費用につきましては予備費を充てることで財源調整を

しようとするものであります。２点目は、高齢者世帯等

で低所得にある世帯を対象に臨時的な措置として実施

する、臨時福祉生活支援給付事業実施のため所用の費用

の補正をお願いするものであります。この事業に伴う費

用につきましては、地域づくり総合交付金及び地域福祉

基金を充てようとするものであり、不足する額につきま

しては予備費を充てるこで財源調整をしようとするも

のであります。以上申し上げました内容で補正予算を調

整したところであります。それでは、以下議案の説明に

つきましては、議決項目の部分のみを説明し、予算の事

項別明細書につきましては省略させていただきますの

で、御了承願います。 

 議案第１号。 

平成２６年度上富良野町一般会計補正予算（第９号）。 

平成２６年度上富良野町一般会計の補正予算（第９

号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７

００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ７４億５９５０万２千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分

ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１

表 歳入歳出予算補正」による。 

１ページをお開き願います。 

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額のみを

申し上げます。 

第１表、歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

１５款、道支出金、６０万円。 

１８款、繰入金、６４０万円 

歳入合計は７００万円であります。 

２、歳出。 
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３款、民生費、７１３万３千円。 

７款、商工費、１２００万円。 

１２款、予備費、１２１３万３千円の減。 

歳出合計は７００万円であります。 

以上で議案第１号 平成２６年度上富良野町一般会

計補正予算（第９号）の説明といたします。御審議いた

だきまして議決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君）これをもって、提案理由の説明を

終わります。これより質疑に入ります。 

４番、米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただきます。

第 1 点目は臨時福祉生活支援給付金の点でありますが、

諸物価の灯油代、電気代、その他の耐久消費財の値上げ

を含めて、町民の生活に大きな影響が出てきている状況

であります。それと連動して全道からもこういう形の中

で福祉灯油等に代わるものも含めた中での支援策を訴

えて、道も補助を出すという形に今回は至りました。そ

れに連動した中で、町もこれに従って給付政策を打ち出

したわけであります。この点でお伺いしたいのは、昨年

度町長は、これに代わるようなものは今後一切しないと

いう形の中で打ち出されていましたが、この点矛盾しな

いのかどうなのか。また今年度限り、この生活支援策に

ついては今年度限りだという形の訴え方もしておりま

すが、この点についても状況が変われば町の政策として

も打ち出す必要が出てくれば、生活支援策は当然あって

しかるべきだと思いますが、なぜ限定なのか２つ目にお

伺いします。３つ目にはですね、給付を１．３倍という

形にしていますが、この諸物価等が高騰する中で、１．

５倍、最低でもですねその基準に設定すべきではないか

というふうに思いますが、そのことを考えれば、１．３

倍というのはあまりにも低すぎるのではないかと思い

ますが、そういう意味ではもっと向上させる話がなかっ

たのかどうか、この点を確認しておきたいと思います。 

 次に、プレミアム商品券等についてお伺いいたします。

この間こういった政策を打ち出して、町と商工会が協力

し合いながら商品券の発行という形に至っています。こ

の間、プレミアム商品券を発行する中で商店街等の活性

化に結び付いた部分、どの様に評価されているのか、こ

の点をお伺いします。次にこの雑費内訳を見ますと、ア

ンケートの郵送あるいは分析等の報酬という形で、予算

を計上されているのかなと思いますが、これは購入され

た方を限定した中でアンケートを郵送してアンケート

を取るという形なのかと思いますが、どういう内容にな

るのかお伺いしたいと思います。 

 次にお伺いしたいのは、周知徹底という事ではチラシ、

防災無線等で放送するということも聞きました。それで

給付世帯に対しても商品券を給付するという事ですが、

申し込み方法がわからないという方も結構従来からお

りますので、そういったところをきちっと申請の仕方も

含めて丁寧に教えて、申請してもらうという事も必要だ

と思いますので、この点お伺いいたします。それと町が

プレミアム商品券と連動して雑費の中でアンケートも

調査するという事ですから、町として商店街の活性化に

向けた連動策も当然あってしかるべきと思いますが、今

後こういったアンケートを商工会で実施するという事

ですから、アンケートを基に具体的に商店のあるいは、

商工会全体の活性化をどうするのかという、そういう方

向に前進させる、そういった連動したプラスアルファの

町と商工会の協力体制も必要だと思いますので、町の考

え方等についてこの点どうするのかお伺いします。 

それと、商品券はおそらく完売するだろうと思います

が、仮に完売しなかった場合、再度案内があるかという

お話でしたので、そういう場合は一度購入された世帯で

も再度購入できるという形で理解していいのかどうな

のか、この点お伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ４番、米沢議員の御質

問に、給付券の関係の件について私の方からお答えをし

たいと思います。 

 昨年度から今年の春の定例会等を通じまして、町とい

たしましては従来言われています福祉灯油という事業

について考え方は持ち合わせていないと言いますか、実

施する考え方は持っていないことにつきましてはです

ね、これまでもお答えをさせていただいたとおりであり

ます。議員の方からお話がありました今回北海道におい

ては、電気代等も上がるという事もですね、今年度の北

海道の交付金事業の中にはそういう事も検討した中で

という事はですね、新聞報道等でも私どもも耳にしてい

るところでありますけれども、町においては道の制度と

連動した考え方で今回こういう給付制度をするような

考え方に至ったわけではありません。あくまでも町の基

本的な考え方といたしましては、従来のような福祉灯油

のような財源があるとすれば、そういうものを例えば高

齢になった時、障害を負った時にもですね、安心して暮

らしていけるような、恒久的な制度を充実させることが

町の基本的な考え方だろうという事で、そういうものを

絶えず制度化に向けた検討はですね、終わりのない課題

として考えていかなければならないというふうに理解

をしているところでありまして、それについては引き続

き努力をしていきたいという事で考えております。 

 今回の制度につきましては、そのような考え方の元に

あってもですね、今の状況を考えたときに、灯油につき
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ましても高値で推移していることはご承知のことと存

じますし、電気代が今回北海道電力の値上げがあって、

１１月から大きく値上げがされる。併せまして、春から

ずっといろいろな物価変動もありますけれども、いろい

ろな日常生活用品等の値上げも続いている。また年金の

給付も減っていますし、逆に保険料も上がるという、そ

んなことでですね、低所得者にとっては特に生活に与え

る影響が大きいという事で、本来であればこういう財源

も恒久的な策を講じることで安心した制度を確立して

いくことが本筋という事を理解しながらも、極めて緊急

的な措置が必要な、例えば国であればこの度の消費税の

増税に伴いまして臨時福祉給付金を実施してございま

すけれども、これにつきましても極めて原始的な政策と

して理解しておりますし、そういう政策を打たざるを得

ないような現状にあるのではないかという判断のもと

に、今回極めて緊急的な事業として実施したいという事

で御提案をしたと、そのような事から基本的な考え方と

しても今年度限りという事でお示しをさせていただい

ているところであります。 

 併せて対象者の関係でありますけれども、対象者につ

いては基本的には低所得者、どういった方に支援をすべ

きなのかということで検討した時に、一定程度どこかで

は町としてはラインを引かなければならないのですけ

れども、当然一般の課税をされている世帯においてもこ

のような状況にありますので、極めて厳しい状況がここ

一、二年続くのであろうというふうに考えたときに、町

が支援するラインをどこにするのかという事で、今、米

沢議員がおっしゃったようにですね、例えば生活保護世

帯の１．５倍とかですね、１．８倍あるいは同等程度、

１．２倍とそれぞれありますけれども、おおむね基本的

な町の考え方としてはですね、町の一般財源を一定程度

用いてそういう低所得者に支援をするという事が、多く

の町民の皆さんが理解をいただける範疇がどの辺なん

だというようなことで、おおむね全世帯の１割程度の方

に御支援ができるようなラインを一定程度基本的な考

え方として想定をさせていただいたという事で、１．３

倍のラインを想定したところであります。以上でありま

す。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） 私の方から、プレミアム

商品券に関する御質問についてお答えをさせていただ

きます。 

 まず１点目のアンケート調査に関してでございます

が、アンケートにつきましては換金した事業者さんすべ

てにアンケート調査を実施しているところであります。

アンケートの内容でございますが、売り上げの効果でご

ざいますとか、前年と比較してどうだったであったり、

そういうような事業効果、売り上げ効果という部分であ

りましたり、その期間にどのような独自の取り組みをし

たか、そういうような内容についてアンケート調査をし

て検証集約をしているという内容になってございます。 

 次の連動した取り組みという事で、このプレミアム商

品券の事業につきましては、こういう厳しい情勢でござ

いますので、購買力が流出しないという点では一定の効

果があるというふうに考えてございますが、議員ご指摘

のように、やはり経営基盤そのもののゆるぎない強化と

言いますか、そういうところには、また違う策を講じな

ければならないと思っておりますし、この件に関しまし

てはあくまでも主体は事業者さんであったり、商工会で

ありますので、その辺の相談を受けさせていただく中で

いろいろと手を打つようなことは今後必要なのかなと

いうふうに思っております。 

 ３点目の完売しなかった場合の対応でございますけ

れども、ここ何年かは完売をしているという事で、ただ

平成２１年ぐらいに完売しなくてですね、再度、券があ

るのでという事で、一度購入された世帯についても売っ

た経過がございます。あくまでも商工会の方でどういっ

た対応をするかでございますけれども、前回の事例から

いきますと、そういうような方法もとる中で、できるだ

け町内に消費を回したいというふうに考えております

ので、そういうふうな手法も私ども相談を受ければ、い

ろいろと協議して効果的に事業が進むような方策をと

っていきたいと考えております。以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

４番、米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 担当課長の話では生活給付も連

動していないという答弁をなさいましたが、補助金をも

らっている以上は連動していないも何もない訳で、連動

している訳で、全く矛盾するような話をされているんで

すが。町長この点は課長と同じ考えなのですか。私は連

動していると思いますし、当然道の方も灯油等のあるい

は電気料等の値上げが行われる中で、こういったものを

大いに活用してほしいという形の給付内容ですから、そ

ういう事を考えれば当然連動しているという事になり

ますし、当然昨年言っていた、今後一切行わないという

根拠が全く崩れてしまっていると、私はこのように理解

するのですが、将来こういったものは今回限りという事

ですが、しかし政策的には状況が変われば支援策があっ

て当然だと思いますので、この点も合わせて町長の見解

を求めておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長答弁。 

○副町長（田中利幸君） ４番米沢議員に、私の方から



 5 

御答弁させていただきたいと思います。まず北海道の事

業と連動しているのか、いないのかという御質問だと思

いますが、一部連動はして補助金はもらうわけですから、

連動はしていないという事にはならないかもしれませ

んが。まず基本を御理解いただきたいと思いますが、こ

の北海道の補助金は地域づくり総合交付金と言いまし

て、福祉灯油に限らずですね、様々な、うちでいいます

とヒルクライムやフットパスですか、それらの補助もも

らっている総合交付金であります。従いまして「町が実

施をした支出行為があったことを前提に北海道が一部

その分の財政を支援します。」という内容でありますか

ら、やるかやらないかは市町村に権限がゆだねられてお

ります。北海道が福祉灯油をやってくださいと言ってい

ることではなくて、補助金の一部に対象としますという

内容だという事だけ御理解をいただいておきたいと思

います。そのような中で、これは今回始まったことでは

なくて、何度も議場で言われている内容はまさにこうい

う補助金を使うのか、使わないのかという問題でありま

す。これまでもやりとりがありましたように、灯油代金

が１円上がったから、３円上がったからやるかやらない

かの判断をその都度するわけではなくて、以前からも申

し上げている通り、それらの財源を恒久的な福祉施策に

充てるというのが、私たちの、町長の思いでありますこ

とから、繰り返しになりますが、この度は四重苦をこの

一時に受ける。この支援策をぜひやるべきだという判断

になって、今日を迎えているところであります。従いま

して、基本は今年度限りというふうに考えていることを

御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番、米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 副町長いろんなことを言うけれ

ども、その中の一つに入っている訳だから、連動してい

るんですよ。そんなこと言ったってですね。ぼやかして

いろんなことを言って、何か訳の分からないことを言っ

て、はっきり言えばいいので、給付金自体は否定するわ

けではないのですが、そういう町の姿勢に問題があるか

ら私はただしたのであって、これは明らかに連動してい

る内容です。今回だって道だって、消費税も含めて、電

気料金も含めて、灯油も含めてそういったものの対象に

するって言っているのだから、その中の一つに入ってい

る訳だからね。連動していないという事自体がおかしな

話で、町長この点、もう一度町長の声でですね、副町長

がこういうこと言ったから、それを受け入れして話しす

るんじゃないですよ。町長。自ら考えて、自らの頭の中

で考えたことを答弁してくださいよ。 

○議長（西村昭教君） 町長答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の生活支援に関し

ます御質問にお答えさせていただきますが、言葉をどの

ように選ぶかという事はそれぞれ自分の主観で判断し

ておりますので、私といたしましては課長から冒頭お答

えさせていただいておりますように、ある資金を財源と

して活用させていただくという事では否定はいたしま

せんが、連動して事業を行うというような発想から始ま

ったものではないという事だけは理解をいただきたい

なと思います。以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質疑を

終了いたします。討論を省略し、これより議案第１号を

採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。よって

本件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎閉会宣告 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、本臨時会に付議

された案件の審議は全部終了しました。これにて、平成

２６年第５回上富良野町議会臨時会を閉会といたしま

す。 

 

 

 

 

午前９時２７分 閉会 
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